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肝細胞癌治療における経カテーテル動脈塞栓術と経皮的エタノール注入
法の併用効果
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鶴原書

HePat⑪cellularCarcinomapTherapywithTranscatheterArterialEmbolizationandPercu-

taneousEthano１吋ection,A1oneandinCoxnbination：Ohta，Ｈ､，Murazumi，Ｋ､，Tsukadaira，

T､，Matsumoto，Ａ､，Oohira，Ｍ，Ono，Ｍ，Sekiya，Ｃ、＆Namiki,Ｍ・（3rdDept・oflnternalMed.，

Asahikawa，MedicalCollege,Ｈｏkkaido）

Of34patientswithhepatocellularcarcinoma（HCC)，１４weretreatedbytranscatheterarterial

embolization（TAE)，１１bypercutaneousethanolinjection（PEI)，and9byTAE-PEIcombination・

ＳｕｒｖｉｖａｌｒａｔｅｏｆＴＡＥ－ＰＥＩｇｒｏｕｐｗａｓｂｅｔｔｅｒｔｈａｎＴＡＥｏｒＰＥＩａｌｏｎｅ，andlocalrecurrencewas

alsolower、WeconcludeTAE-PEIcombinedtherapyaneHbctivemodalityfbrHCC、

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Hepatocellularcarcinoma，Transcatheterarterialembolization，Percutaneousethanol
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緒言

肝細胞癌(HCC）は,近年増加の一途をたどり，

成人の悪性腫傷における死亡原因の第３位を占め

ている')．以前は，ＨＣＣの予後はきわめて悪かっ

たが，新しい診断法や治療法の開発によって，そ

の予後は今日少しずつ改善されつつある．具体的

にいうと，診断において，腫蕩マーカーの研究や

各種画像診断の進歩により，早期にＨＣＣが発見

されるようになったこと，一方，治療において，

外科手術（OPE）法の進歩に加えて，経カテーテ

ル動脈塞栓術（TAE)2~5)および経皮的エタノール

注入療法(PEIT)6,7)などの治療法が普及したため

である．さらに最近では，治療効果の向上を期待

して，ＴＡＥとＰＥＩＴを組承合わせた治療法8~10）
も行われている．今回われわれは，ＨＣＣにＴＡＥ

とＰＥＩＴを併用した例において，予後の改善が承

られたか否かを含め，その有用性につき検討した

ので報告する．

１．対象と方法

1987年以降，当科で診断し治療したＨＣＣ症例

のうち，腫傷最大径５ｃｍ以下の３４症例54病変を

対象とした．治療法別に次の３群にわけて検討し

た．すなわち，ＴＡＥ群：ＴＡＥを行った群．ＴＡＥ

はまずリピオドールに抗癌剤を懸濁したものを動

注したあと，スポンゼル細片で塞栓した．抗癌剤

は原則としてアドリアマイシンあるいはファルモ

ルビシンを用いた．ＰＥＩＴ群：ＰＥＩＴの承で治療

した群．超音波ガイド下に経皮的に21ケージ針を

腫傷内に穿刺して，エタノールを３～８ｍZ注入

することを繰り返した．併用群：ＴＡＥとＰＥＩＴ

の併用治療を行った群．原則として，ＴＡＥを行っ

た１～２週後にＰＥＩＴを開始し，これを繰り返し

た．各病変に対'しては，可能な限りＴＡＥ・ＰＥＩＴ

併用を行ったが，ＨＣＣの部位や肝予備能，また

血管造影所見などからゑて，ＴＡＥまたはＰＥＩＴ

単独になった症例もある壬治療効果の評価は，

CＴ（リピオドールの腫傷内停滞率およびダイナ

ミックＣＴ）を中心にし，エコー下肝腫傷生検所*l旭川医科大学第三内科学教室
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